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は じ め に

今 後 の地 域 に お け る産業 、 企 業、社 会活 動 を活性 化 させ て行 くため に は 「情報 化 」

が重 要 なキー ワー ドで、 情 報 の集積 ・発信 機 能 の 「東 京一 極 集 中 」 を解 消 し、地 域

か らの情 報 発信 機能 を強 化 して ゆ く必 要 が あ り、 この ため に も地 域 に お け る独 自の

デー タベ ー スの 構 築 とその 活 用 が ポイ ン トであ る と考 え る。

中 国地 域 に お け る デー タベ ー スの 構築 促進 を図 る こ とを目 的 と して 、財 団 法 人

中国地 域技 術 振 興 セ ン ター に発足 した中国 地 域 デー タベ ース 推 進 協議 会 では 、地 域

デー タベー ス の事 業 化 に関心 を持つ 会員 を 中心 に事 業 化 検討 部 会 を組 織 して お り、

昭和63年 度 よ り中 国 地域 デー タベ ー スの可 能 性の 追 求 、事 業 化 テー マ の探 索 等 の

調査 ・研究 活 動 を行 って い る。

本年 度 は 、財 団法 人 デ ー タベ ース振 興 セ ンター の委 託 を受 けて 、 「フ ァクシ ミ リ

を ツール と した デー タベー ス サー ビス実 験 事業 」 を実 施 した。 これ は 、地 域 デ ー タ

ベー ス の一 つ の視 点 と して、 「情報 流 通の 新 市場 づ く り」や 「商 況活 性 化 シス テ ム

としての タ ウ ンデ ー タベ ー ス 」の観点 よ り、 フ ァク シ ミ リの持 つ 情報 端 末 と して の

潜在 力 に着 目 し、 「フ ァク シ ミ リを活 用 した不 特 定者 向 けの情 報 サ ー ビス」 を、 実

験 的 に実施 した もの で、 これ まで、 部会 で 論議 した仮 設 を、 実 際 に サー ビスを提 供

す る こ とに よ り検 証 し、 当地 域 にお け るニ ュー メデ ィア(今 回 はFAXで あ るが)

を用 い たタ ウ ンデー タベー スに 対す るニ ー ズ及 び ビ ジネ ス と して の熟 度 等 を把握 し、

問題 点 を広 く発掘 す る こ とを狙 い とす る もので あ る。

本実 験事 業 で は45の 情 報提 供者 の 協力 を得 て、B4版100ペ ー ジ規 模の タ ウ

ンデ ・一一ーータペ ー スサ ー ビス を約4カ 月半 の閻 提 供 す る こ とがで き、 その 期 間 での 総 利

用回数 は550回 を越 え、評 価 の ため の ア ンケー ト調 査 も行 っ た。 種 々の 制約 を受

け た ミニ デー タベ ー ス の施 行 で はあ ったが 、地 域 に於 い てデ ー タベー スの 問題 に と

り組 まれて い る諸 氏 に対 し、 参考 となれ ば幸 いで あ る。
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本実験事業を進めるにあたって、ご協力をいただいた協議会会員企業、情報を提

供 していただいた企業及び団体、並びにご支援をいただいた中国通商産業局の皆様

に深く謝意を表する次第である。

平成2年3月

中国地域データベース推進協議会

事業化検討部会

【事業化検討部会】

部会長 山本 潔

藤本 英治

植野 勝利

曽原 修平

米田 英昭

末次 文夫

日本電信電話㈱ 中国支社

十 和 ㈱

㈱ 広 島 銀 行

㈱広島市産業情報サービス

㈱ 広 島 総 合 銀 行

マ ツ ダ ㈱

【 同 ワー キ ング グル ー プ 】

チ ー フ 重枝 一生

市場 透

上原 一彦

旗手 雅崇

峯藤 節夫

㈱ 広 島 総 合 銀 行

日本電信電話㈱ 中国支社

十 和 ㈱

㈱ 広 島 銀 行

マ ツ ダ ㈱

(敬 称略、順不同)

【事 務 局】 木曽 武男

石井 弘明

働 中国技 術振 興センクー 専務理事

同 上 技術課長
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第1章 中国地域データベース推進協議会事業化検討部会の活動

中 国 地 域 デ ー タ ベ ー ス推 進 協 議 会 は 、 昭 和63年4月 に 産 ・官 ・学 の17の

企 業 ・団 体 が 参 画 し、 発 足 した。(前 身 は 昭 和61年12月 発 足 、 中 国 地 区 デ

ー タベ ー ス事 業 研 究 会)以 来
、 事 業 化 検 討 部 会 を は じめ とす る、 四 つ の 部 会 で

の 部 会 活 動 を 甲 心 に 、 中 国 地 域 に お け る地 域 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 促 進 を 図 る た

め の 調 査 ・研 究 及 び 啓 発 活 動 を 行 って 来 た。

事 業 化 検 討 部 会 で は 、 デ ー タベ ー ス を テ ー マ と した 異 業 種 交 流 の 場 と して 、

狭 義 の 「デ ー タ ベ ー ス 」 の み に と らわ れ ず 、 広 く 「情 報 サ ー ビス 」 と して 考 え

る視 点 よ り、 月 例 の 会 合 を もち 、 地 域 デ ー タ ベ ー ス の 事 業 化 課 題 に つ い て 調 査

研 究 を 行 っ て い る。

第1節63年 度 部 会 活 動

部 会 員 の 問 題 意 識 を 統 一 し、 事 業 化 テ ー マ を 探 索 す る た め 、 以 下 の テ ー マ

につ い て 文 献 調 査 を 主 体 と した 勉 強 を 行 っ た 。

(a)既 存 デ ー タ ベ ー ス 、 情 報 サ ー ビ ス の 事 例 研 究

(b)新 しい デ ー タベ ー ス(情 報 サ ー ビス)の ア イ デ ア 検 討

(c)特 定 者 向 け の デ ー タベ ー ス と不 特 定 者 向 け の デ ー タベ ー ス

(d)「 地 域 気 象 デ ー タベ ー ス」 「広 島 共 通 地 図 デ ー タ ベ ー ス 」 「フ ァ ク

シ ミ リを ツ ー ル と した 不 特 定 者 向 け デ ー タ ベ ー ス 」 な ど の ケ ー ス ス タ

デ ィで あ る。

上 記 の テ ー マ に つ い て 、 この1年 間 で デ ー タ ベ ー スサ ー ビ ス を 事 業 の 対 象

と して 明 確 に 論 ず るだ け の 調 査 ・研 究 を 十 分 に 実 施 した と は言 え な い が 、 会

合 を 重 ね る ご と に 、 一 般 論 と して 言 わ れ る次 の 項 目 に っ い て 再 認 識 した 状 況

で あ った 。

(a)公 共 機 関 等 に存 在 す る優 れ た 資 料 の 公 開 な ど 、 情 報 要 求 と提 供 が 円

滑 に 行 な え る 社 会 的 基 盤 の 整 備 が 必 要 で あ る。
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(b)地 域 デ ー タ ベ ー4が 単 独 に 存 在 して 事 業 化 さ れ る こ と は 、 例 外 を 除

い て 困難 が 予 想 され る。

(c)地 域 あ る い は全 国 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス が 実 現 す る た め の 安 価 な

ネ ッ トワ ー ク、 端 末 、 ソ フ トウ ェ ア 、 あ る い は 標 準 が 必 要 で あ る。

(d)米 国 の 例 に見 る迄 もな く、 デ ー タベ ー スサ ー ビ スが 事 業 と して 発 足

す る迄 に は 莫 大 な 投 資 を 必 要 とす る。 そ の 為 、 助 走 期 間 は公 的 機 関 等

の 助 成 が 必 要 で あ る。

しか し、 上 記 項 目が 短 期 間 に 解 決 され る こ と は社 会 、 経 済 、 技 術 的 に 困 難

で あ る こ と は 明 白 で あ り、 議 論 に 終 始 す る こ とな く次 の 段 階 へ 研 究 を 発 展 さ

せ るた め に は 、 「大 きな テ ∴ マ の 極 め て 小 さ な 部 分 」 で あ っ て もサ ー ビ ス等

の 試 行 実 施 を 行 い 、 現 実 か ら学 ぶ 必 要 が あ る こ とで 意 見 の 一 致 を 見 た 。

第2節 平 成 元 年 度 部 会 活 動

63年 度 部 会 活 動 の 総 括 を ふ ま え 、 「大 き な テ ー マ の 小 さ な 部 分 」 の 実 行

と して 「フ ァ ク シ ミ リを ツ ー ル と した 不 特 定 者 向 け の 情 報 サ ー ビ ス実 験 事 業 」

を 選 定 し、 企 画 、 準 備 、 実 施 を 通 じて 、 平 成 元 年 腹 中 に デ ー タ ベ ー ス事 業 化

の 研 究 に 取 り組 む こ と と な っ た 。
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第2章 実験事業の目的とコンセプト

第1節 実 験 事 業 の 目 的

本 実 験 は 「不 特 定 の 利 用 者 を 対 象 に 行 う情 報 サ ー ビ ス 」 を テ ー マ に 新 しい 情

報 流 通 の 場 を 設 定 し、 情 報 提 供 者 と情 報 利 用 者 に 対 す る テ ス トマ ー ケ ッテ ィ ン

グ と して 地 域 独 自 の デ ー タベ ー ス構 築 に 向 け た 問 題 点 の 把 握 を 目 的 と して 計 画

した 。

この 実 験 を 通 じ、情 報 流 通 の 新 市 場 づ くりや 商 況 活 性 化 シ ス テ ム と して の タ

ウ ンデ ー タ ベ ー ス の 事 業 化 等 、 デ ー タ ベ ー ス め 内 容 、 提 供 形 態 等 に つ い て よ り

具 体 的 な 論 議 を 深 め て 行 く こ と と した 。

第2節 実 験 事 業 の コ ンセ プ ト

実 験 内 容 を 検 討 す る に あ た っ て は 、63年 度 部 会 活 動 に お い て 議 論 さ れ た 、

以 下 の 点 を 満 足 す る こ と を 考 慮 して 、 フ ァク シ ミ リに 着 目 し、 「フ ァ ク シ ミ リ

を ツ ー ル と した タ ウ ンデ ー タ ベ ー ス 」 と い う コ ンセ プ トを 設 定 した 。

【地 域 に お け る不 特 定 者 向 け デ ー タ ベ ー ス の 条 件 】

(a)端 末 、 利 用 料 が 安 価 で あ る 。

(b)い つ で も、 ど こ で も利 用 で き る。

(端 末 の 普 及 が 容 易 、 又 は 、 既 に普 及 して い る 。)

(c)地 域 に密 着 、生 活 に密 着 した 情報 が 新 鮮 で 信 頼 性 が あ る。

(d)操 作 が 簡 易 で あ る。

不 特 定 者 向 け の 情 報 提 供 サ ー ビス の デ ー タ ベ ー ス 事 業 を 考 え る場 合 、 端 末 機

器 の 機 種 、 及 び 普 及 状 況 が 問 題 と な る が 、 今後 最 も期 待 され る もの の1つ に フ

ァ ク シ ミ リが あ る。

フ ァ ク シ ミ リは企 業 内 は も ち ろ ん 、 一 般 家 庭 に も急 速 に普 及 し始 め て い る。

こ れ は メ ー カ の 低 価 格 施 策 の ほ か に フ ァ ク シ ミ リの 機 能 が 現 在 の ト レ ン ドに 合

っ て い る こ と 、 フ ァ ク シ ミ リを 利 用 した 新 事 業 が 続 々 と誕 生 して い る こ とが あ

げ られ る 。(平 成 元 年3月 末 で の 国 内 推 定設 置 台 数 は約320万 台 で あ る 。)
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した が って 、 不 特 定 者 向 け の 情 報 提 供 に お い て 最 も ネ ッ ク と な る端 末 の 普 及

度 につ い て 、 他 の 用 途 で 設 置 され た フ ァ ク シ ミ リを 情 報 端 末 と して 利 用 す る こ

とで そ の 問 題 点 が 大 き く軽 減 され る 。

現 在 、 最 も普 及 して い る不 特 定 者 向 け の 情 報 サ ー ビ スで あ る テ レホ ンサ ー ビ

ス と同 様 に 、 ① 即 時 性 が あ り、 か っ ど こで も利 用 で き、 ② 操 作 性 が 容 易 で 、 か

っ 手 間 が か か らな い等 の 特 徴 に加 え て 、③ 記 録 性 が あ る、 ④ 手 書 き の 文 字 ・図

形 ・イ ラ ス トと い った イ メ ー ジ情 報 が 送 れ る等 の 優 位 性 を い か した 特 徴 の あ る

デ ー タ ベ ー ス が 構 築 で き る 可 能 性 が あ る 。 こ の フ ァ ク シ ミ リの 潜 在 力 に 着 目 し

て 端 末 か ら制 御 が 可 能 な 、 フ ァ ク シ ミ リ出 力 機 能 を 有 す る情 報 セ ン タ を 設 定 し、

情 報 ジ ャ ンル を 限 定 して 多 数 の 情 報 提 供 者 を 結 集 し、 実 用 に耐 え る 実 験 事 業 と

してrぐ る め ・いべ ん とFAX』 を 提 供 す る こ と と した。
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第3章 実験事業の内容

第1節 実 験 の 企 画

1.実 施 項 目 の 洗 出 し

「フ ァ ク ン ミ リを 活 用 した 不 特 定 者 向 け情 報 サ ー ビ ス」 の 実 施 に あ た り、

平 成 元 年 度 内 に この 実 験 事 業 を と りま と め るた め 、 次 の と お り実 施 項 目 を 決

定 した 。

(1)シ ス テ ム の 調 査 ・検 討

実 験 シ ス テ ム は 、 予 算 お よ び 時 間 面 等 か ら、 極 力 既 存 の ネ ッ トワ ー クを

活 用 す る方 針 で 検 討 す る○

(2)情 報 ジ ャ ンル お よ び メ ニ ュ ー の 検 討

情 報 ジ ャ ンル お よ び メニ ュ ー は実 験 の 目的 に お け る最 大 の ポ イ ン トと な

る た め 、 充分 な 調 査 を 必 要 とす る。 こ の た め 、 そ れ ぞ れ の 事 業 所 で ア ンケ

ー ト調 査 し、 行 動 パ タ ー ンや ニ ー ズ に対 応 した 情 報 の 差 異 化 を 重 視 した 内

容 で 検 討 した 。 【ア ンケ ー ト結 果 は 、2項 ～4項 の とお り 】

(3)情 報 提 供 者(IP)の 調 査

情 報 メニ ュ ー に も とづ き 、IPの リス トア ップ を 行 う。

主 た る利 用 者 が 協 議 会 会 員 企 業 の 社 員 と想 定 さ れ る こ と か ら、 広 島 市 内 、

特 に 中 心 部 の 店 舗 とす る。

な お 、 調 査 活 用 資 料 等 に っ いて は以 下 の もの を 重 視 した 。

・職 業 別 電 話 帳

・タ ウ ン情 報 誌

・会 員 企 業 の 社 員 の 口 込 み 情 報

(4)提 供 情 報 の 収 集

情 報 の 収 集 は 最 も時 間 と エ ネ ル ギ ー を 要 す る と考 え られ 、 よ り効 果 的 に

IPに 協 力 を い た だ くた め 、 次 の パ タ ー ンで 実 施 す る。

フ ェ イ ズ1挨 拶 状 の 郵 送

フ ェ イ ズ2電 話 に よ る再 度 の 依 頼 と 協 力 の 確 認

フ ェ イ ズ3一 必 要 に 応 じ訪 問
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(5)提供 情 報 の 編 集 ・作 成

提 供 情 報 の フ ォ ー マ ッ ト作 り とIP情 報 は 共 通 情 報 と 個 有 情 報 に 分 け て

編 集 す る こ と と した。

区分 内容

＼

内 容

共 通 情 報 道先案内

営業 日 ・時間帯

個 有 情 報 料 理 メニ ュ ー 目玉 商 品

料 金 シ ス テ ム 飲 み 食 い放 題 、 ク レ ジ ッ トOK

(6)情報 の 入 力 ・メ ンテ ナ ン ス

入 力 は 誰 が ・何 処 で お こ な うか?投 入 後 の メ ンテ ナ ンス 情 報 を 収 集 し、

入 力 に に っ い て は、 中 国 地 域 技 術 振 興 セ ン タ よ り業 務 委 託 で 対 応 す る こ と

を 検 討 す る。

(7)実験 事 業 のPR

「情 報 サ ー ビ ス メニ ュ ー 」 を 作 成 し、 会 員企 業 の 社 員 に配 付 し利 用 促 進

を 行 う。

(8)実験 事 業 の 実 施

実 施 期 間 は平 成2年3月 まで と し、 利 用 デ ー タを 蓄 積 す る。

(9)実験 事 業 の 評 価 ・と り ま とめ

実 験 に お け る 利 用 デ ー タ等 を 分 析 す る こ とで 実 験 の 評 価 を 行 う。

一8－
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2レ ジャーデータベースに関す るア ンケー ト調査結果

㈱広 島総合銀行において 「レジャーデータベースに関す るア ンケー ト調査」

を行 った結果は以下の とお りで あった。(実 施時期:平 成元年5月26日)

(1)対象

㈱広島総合銀行行員31名 の回答者年齢層はつ ぎの とお り。

(単位:人)

＼ 男 性 女 性 計

10才 台 一 2 2

20〃 2 12

1

14

30〃 10 一 10

40〃 5

1

5

計 17 14 31

(2)調査結果

①利用希望

②利用日

男性9名 女性6名 計15名

(単 位:人)

＼ 男 性 女 性 計

・ ウィークデー 3 5

1

8

・休 日 8 2 10

計 11 7 18

③時間帯

(重 複回答 あ り)

(単位:人)

＼ 男 性 女 性 計

・午 前 5 一 5

・午 後 4 3 7

・AM9:00 1 一 1

・ランチタ仏 4 一
1

4

・アフターファイブ 3 6 9

計 17 9 126
(重複回答あり)
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④利用場所 (単 位:人)

＼ 男 性 女 性 計

・会 社 3 1

1

4

・自 宅 2 3

1

5

・街 頭 4 2 6

計 9 6 15

⑤利用内容

男 性 女 性

イベ ン ト情報 レス トラ ン ・喫茶店の場所

行楽地ガイド メニ ュ ー ・雰 囲 気

百貨店の催物 イベ ン ト

レジ ャー ガ イ ド 開店 ・改装店の情報

パチンコ店の新装開店 ナイ トスポ ッ ト案内

住宅展 パ ー テ ィの 案 内 ・レジャー施 設 ガ イ ド

バ ーゲ ン バ ーゲ ンの案内

安 くておいしい食堂 ブテ ィック ・百貨店の催物

一10一



3.FAXを 活用 した情報サ ー ビス に関するアンケー ト調査結果

㈱広島銀行 において、rFAXを 活用 した情報サー ビスに関す るア ンケー ト調査」

を行 った結果 は以下の とお りであ った。(実 施時期:平 成元年6月5日)

(1)対象

㈱広島銀行員行員46名 の回答者年齢層 はつ ぎの とお り。

(単位:人)

＼
～25 26

～30

31

～35

36
～40

41

～45

46～ 計

男 性 0 8 5 3 2 0 18

女 性 11 8 7 2 0 0

1

28

計111 16 12 5 2 ・ll46

(2)調査結果

①利用意向

②利用日

あり45名 なし1名

(単位:人)

＼ 月 火 水 木 金
`土

日

男 性 3 4 3 5 8 6 4

女 性 1 0 5 2 9 12 2

計 4 4 8 7 17 18 6

③時間帯
(単 位:人)

＼ 午 前 午 後 昼食時間 アフターファイブ AM9:00マ デ

男 性 3 3 3 8 0

女 性 9 6 3 8 2

計 12 9 6 16 2
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④利用場所
(単 位:人)

＼ 会社 自宅 街頭 計

男 性 10 4 3

`

17
1

女 性 11 11 6 28

計 21 15 9 45

⑤利用したい情報

男 性

・観光情報

・ゴル フ場 ・テニス コー ト情報

・レジャー情報

・交通 機関空席情報

・映画 ・コ ンサー ト情報

・レス トラ ン ・グルメ情報

・イベ ン ト情報

・政治 ・経 済界の トップニ ュース

・住宅情報

・就職情報

・入学受験情報

・為替相場情報

・釣場情報

・全国天気 予報

女 性

・スポー ツ情報

・レジャー情報

・交通機関空席

・宿泊情報

・映画 ・コ ンサー ト情報

・レス トラ ン情報

・イベ ン ト情報

・道路情報

・バーゲ ン案内

・海外旅行情報

・住宅情報

・株式情報
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4サ ービスコンセ プ ト等 に関す るア ンケー ト調査結果

NTT中 国支社及 びNTT中 国 テ レコムサー ビス㈱において 「サー ビスコンセ プ ト等に

関す るア ンケー ト調査」を行 った結果 は以下の とおりであ った。

(1)対象者NTT中 国支社&テ レコムサー ビス㈱の社員30名

(2)調査結果

年 令 ラ ン ク

アンケート内容

A
～25

B

26～30

C

31～35

DE

36～40i41～45
1

F

46～ トー タル

① 対象者の年令層 5 6 1 7 7 4 30

②住 所 東区

`

2 1 一 1 一 一

1

4

西区 3 1 一 2 1 1 8

南区 一 2 1 2 一 1 6

安佐南区 一 1 一 2 3 1 7

佐伯区 一 一 一 一 1 1 2

広島市外 一 1 一 1 1 一 3

③利用意向 あ り

`

4 4 1 4 4 4

`

21

な し 1 2 一 4 2 一

1

9

④利用して
みたい日

月

`

2 一 一 1 1 一 4

21
水 1 一 1 1 1 一

1

4

木 1 一 一 一 ! 1 3

金 3 3 一 一 3 1 10

土 2 1 一 一 1 1 5

14

休日

}

1 3 一 2 1 2 9

⑤利用する
時間帯

AM

`

1 1 一 1 一 1

`

4

PM

1

3 3 一 2 2 2 12

～9 1 一 一 } 1 一 2

ランチタイム 1 一 一 1 3 1 6

5～ 一 2 1 2 1 1 7

⑥利用する
端末機の
設置場所

社 内

1

3 3 1 2 4 3

`

16

自 宅 1 一 一 2 一 一 3

街 頭 一 一 一 1 一 1 2
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A－

〔①対象者の年令層〕 〔②住 所〕

〔③利用意向〕

a.ウィークディの 内訳b.休 日ORウイークデイ

〔④ 利 用 して み た い 日〕

ビフオア

a.午 前OR午 後b.時 間帯

〔⑤利用す る時間帯〕

自

〔⑥利用する端末機
の設置場所〕
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5活 動 ス ケ ジ ュ ー ル の 策 定

「フ ァ ク シ ミ リを 活 用 した 不 特 定 者 向 け 情 報 サ ー ビ ス 」 の 実 験 事 業 を 進 め て い

くに あ た っ て は 、 あ く ま で 実 験 と し、 平 成 元 年 度 中 に 一 応 打 ち切 る と い う方 針 で

ス ケ ジ ュ ー ル の 策 定 を 行 っ た 。

各 々 の 役 割 り は 、 部 会 で 方 針 ・計 画 ・決 定 ・進 行 チ ェ ッ クを 行 い 、 ワ ー キ ン グ

(以 下WGと い う)で 計 画 の 具 体 案 策 定 ・実 行 ・運 営 を 行 う 、

WGは 、 企 画 ・渉 外 と セ ンタ ー 運 営 の2グ ル ー プ で 活 動 を 行 う こ と とす る。

活 動 計 画 は 、 大 き く分 け て 次 の ① ～ ⑤ と並 行 して ⑥ ～ ⑨ を 上 半 期 で 行 う こ と と

す る。

① 情 報 サ ー ビス の コ ンセ プ ト策 定 ⑥ 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス の 作 成

② 情 報 メ ニ ュ ー の 絞 り込 み ⑦ 情 報 デ ー タ ー ベ ー ス の メ ンテ ナ

③ 情 報 メ ニ ュ ー の シナ リオ 作 り ン ス

④ 情 報 提 供 者(IP)の 調 査 ⑧ 一 般 へ のPR

⑤ 情 報 提 供 者(IP)の 勧 誘 ⑨ 実 験 の 分 析 ・評 価

そ の 進 め 方 、 考 え 方 及 び ス ケ ジ ュ ー ル は以 下 の と お りで あ る。

(1)平 成 元 年 度 事 業 化 検 討 部 会 の 進 め 方

① 企 画 及 び 準 備 段 階 で の ワ ー キ ング グル ー プ 別 活 動 及 び 担 務

(計 画 及 び 実 施 準 備 フ ェ ー ズ で の 取 り組 み)

ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 担 当 内 容 担当会社

・情 報 内 容 ,メ ニ ュ ー の 検 討 広島銀行
メ ニ ュ ー 企 画 ・デ ー タベ ー ス の 編 集 方 法 の 検 討 広島総合銀行

Aチ ー ム 及 び ・協 賛 会 員 企 業 へ の 十和
渉 外 グ ル ー プ 働 き か け,IPの 組 織 化 マ ツ ダ

・モ ニ タ ー 集 団 の 組 織 化 NTT
・PR方 法 の 検 討

1

セ ン タ ー 及 び ・シ ス テ ム 検 討 広島市産業
Bチ ー ム 業務担当 ・事 務 局 業 務 ,受 託 業 務 の 検 討 情 報 サ ー ビス

グ ル ー プ ・シ ス テ ム の 維 持 方 法 の 検 討

・実 験 の 評 価 方 法 の 検 討 NTT
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② 利 用 想 定 者(タ ー ゲ ッ ト層)の モ ニ タ ー集 団 の 組 織 化

・メ ニ ュ ー検 討 に あ た って の ヒア リ ン グ

・実 験 段 階 で の ア ン ケ ー ト調 査 等 鵬
各社 の女性社員,

若 手社 員 を集 め る

(2)ス ケ ジ ュ ー ル

89' 90'

スケジュール

4 56 78 9 10 1112 1 2 3

★4/17キ ックオフ

⑧12/21

①5/↑8
一 ・⑨1/18

一 ・②6/15 一 ・⑩2/15

部 会 一 ■③7/20
一 ・⑪3/15

一 ●
④8/24

一 ●

一 ●
⑤9/21
一 ・⑥10/19

一 ・⑦11/16

一 ●

(一 行 (本 格 実施)
施)

実施内容 企画及び実施準備 調 査 ・研 究

さ告1

(1)企 画 及 び実 施 準 備 フ ェ ー ズ

)

等

託
録

委

登

化

務

,

定

職

業
集

決

頼

組
築
(
編
R

の
画
依

の
構
置

,P

ル
企
力
団

の
設
集

の

一
の
協
集

ム
の
収

ヘ

ユ
容

の

一
テ
局

の
者

ジ
内

へ
タ

ス
務
報
用

ケ
行
業

ニ
シ
事
情
利

ス
試

企

モ

・

…

○
○
○

○

口

○ 調 査 、 研 究
・サ ー ビ ス 内 容 等 の チ ェ ッ

・問 題 点 の 把 握 と 改 善
・ア ンケ ー ト調 査 等

書
作成

〆〆'＼

(3)報 告 書 作 成 フ ェ ー ズ

＼.ノ

一
○試行結果の評価

○報告書作成 等
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(3)グ ル ー プ別 活 動 計 画

スケジュール

ワーキンググルー

企 画 ・渉 外

グ ル ー プ

セ ン タ運 営

グ ル ー プ

89'

4 5 6 7 8 9 10

★

4/14

キックオフ

情 報 内 容,メ ニ ュ ー の 検 討

モニター

集 団 組 織 化一
第1回

モニター会 議

第2回
モニター会 議

IPの 勧 誘一
メ ニ ュ ー の 確 定一
情報の収集

`)

デ ー タ ベ ー ス編 集 方 法 検 討－
PR方 法 の 検 討,実 施一

シ ス テ ム 検 討一
事務局業務の検討一
委託業務の検討一

システムの維持方法の検討一
実験の評価方法の検討一

※ 月 例 の 部 会 で 報 告,討 論 を 行 う。
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(4)部 会 に お け る検 討 事 項

部 会 月 日 検 討 事 項

第1回 5月18日

で 第1回 企画会り
1.63年 度 活 動 内 容 の お さ ら い
・キ ャ プ テ ン等 の 問 題 点 の 再 チ ェ ッ ク ,フ ァ ク シ ミ リ

DBの 情 報 に反 映 させ る ポ イ ン トの 整 理

2.実 験 事 業 の フ レー ム ワ ー ク策 定

〔方 向 性 の 確 認 〕

第2回 5月29日

@WG会 議(キ ・クオフ))

第3回 6月15日

で 第2回 企画会り

1.基 本 計 画 の 策 定

2.WG中 間 報 告

第4回 7月20日

G第3回 企画詞
1.実 施 計 画 の 決 定
2.準 備 作 業,中 間報 告

第5回 8月24日

ピ 第4回 企画会り
1.実 験 内 容 の ヂ ェ ッ ク

第6回 9月21日 1.研 修 会

2.情 報 交 換

第7回 10月19日 1.改 善 施 策 の 検 討 と実 施

第8回 11月16日 1.情 報 交 換

第9回 12月21日 1.ア ン ケ ー ト調 査 の 企 画

2.提 供 情 報 の メ ン テ ナ ン ス

第10回 1月18日 1.ア ン ケ ー ト調 査 の 実 施
2.提 供 情 報 の メ ン テ ナ ンス

第11回 2月15日 1.試 行 結 果 の エ バ リ ュ ー シ ョ ン

2.提 供 情 報 の メ ン テ ナ ン ζ

3.次 年 度DB協 活 動 の 事 業 計 画

第12回 3月15日 1.「 報 告 書 」 の ま と め

2.次 年 度 へ の 提 言 の と り ま と め
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` 1
` ■

一
〇

Tファクシミリを用いた不特定者向けデータへースの試行」
`'

ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

グ←プ名 メンバ

企
画
・
渉
外
グ
ル
ー
プ

セ
ン
タ
ー
運
営

※WG化
しない

◎広島総合銀行
(り十)

○広 島銀行

(サブリーダー)

マツダ

楠

NTT

◎NTT
(り一ダー)

広島市産業情報
サービス

キーポイント

|.サ ー ビス コ ンセ プ ト

2.情 報収集

3.シ ステム

4.エ バ リュー シ ョン

'1989

4

平 成 元 年

ワーキンググループ
ス ケ ジ ュ ー ル

部会スケジュール

5 6 7 8 9 01 11 12

度'
1990
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⌒

IP調 査

各会員W動き鮒

⊂ ジ玉
㊦
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6.サ ー ビス コ ンセ プ トづ く り

(1)ニ ー ズ調 査

サ ー ビス コ ンセ プ トづ く り と して 、"今 ど うい っ た 情 報 が 望 ま れ"、 ま た 、

"具 体 的 に は どの よ うな もの に 興 味 を 持
っ て い るの か"と い った ニ ー ズ を 調 査

す る た め 、 参 加(会 員)企 業 の 社 員 を 対 象 と した ア ンケ ー ト調 査 を 実 施 した結

果 、 つ ぎの と お りで あ る。

ア ンケ ー ト調 査 結 果(対 象107名)

男 子 社 員

若い層(～30才) 中 年 層(31才 ～)

・ブ ラ ン ド商 品(入 荷 情 報) ・ベ ビ ー 用 品

・LLバ ー ゲ ン

衣 ・ブ ラ ン ド商 品 情 報

・お 店 ・お 店(エ スニ ッ ク料 理 等)

食 ・ビ ヤ ガ ー デ ン ・飲 み 食 い放 題 の お 店

・カ ロ リー 計 算

住 ・展 示 、 イ ベ ン ト、 コ ン サ ー ・展 示 、 イ ベ ン ト情 報
● ト情報 ・つ り 情 報

そ ・道 路 、 交 通 情 報 ・ア パ ー ト、 マ ン シ ョ ン 情 報
の ・観 光 地(名 所)情 報

他

女 子 社 員

若い層(～30才) 中 年 層(31才 ～)

・フ ァ ッ シ ョ ン ・バ ー ゲ ン

衣 ・バ ー ゲ ン ・ ブ テ ィ ッ ク

・ リ フ ォ ー ム ・着 こ な し

・新 装 、 新 規 開 店 情 報 ・献 立 、 ク ッ キ ン グ
・珍 メ ニ ュ ー(民 族 料 理 店) ・新 装 、 新 規 開 店 情 報

食 の情報 ・各種料理の専門店情報
・献 立 、 ク ッ キ ン グ

住 ・旅 行(ツ ア ー)情 報 ・イ ベ ン ト、 コ ン サ ー ト情 報
● ・映 画 、 ド ラ イ ブ コ ー ス ・旅 行(ツ ア ー)情 報

そ
の

他

等の情報 ・観 光 地(名 所)情 報
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ア ン ケ ー ト結 果 は さ ま ざ ま な 回 答 と な っ た が 、 これ らを 「衣 」 「食 」

「住 ・そ の 他 」 と分 類 し、 そ れ ぞ れ 検 討 す る と 、 傾 向 は 次 の よ う に な る

こ とが わ か った 。

・ 「衣 」 男 性 ・女 性 と も"バ ー ゲ ン"に 関 す る情 報 を 期

待 して い る。

・ 「食 」 どの 層 と も"新 規 新 装 開 店""各 種 専 門 店 等"

催 し物 の 情 報 を期 待 して い る。

・ 「住 ・そ の 他 」 … … 男 性 ・女 性 と も"展 示 ・イ ベ ン ト ・コ ンサ ー ト

等"催 し物 の 情 報 を 期 待 して い る。

した が って 、 情 報 種 類 は最 大 公 約 数 的 な も の を 指 向 し、 「各 種 飲 食

店 の 情 報(=グ ル メ 情 報)」 と 「バ ー ゲ ン ・展 示 会 ・イ ベ ン ト ・コ ン サ

ー ト等 の 催 し物 の 情 報(=イ ベ ン ト情 報)」 と し た 。

(2)グ ル メ情 報 の 検 討

「グ ル メ情 報 」 に っ い て は 、 男 性 ・女 性 、 或 い は独 身 ・家 族 と い った

層 に 区 分 し、 そ れ ぞ れ に 適 合 可 能 な 種 類 を 検 討 した 結 果 、 下 記 の4種 類

の 情 報 種 類 と した 。

男 性 女 性

グルメ情報の種類 ファミリー 独 身
若い層 中年層 若 い層 中年層
　

フ ァ ミ リ ー タ イ プ

(家 族 と食事 がで ○ × × ○ × ○

き る店)

プライベー}タ イ プ

(親 しい人 と食事 × ○ ○ × ○ ×

がで きる店)

パ ブ リ ッ ク タ イ プ

1

(会 社 の 同僚 で食 × × ○ ○ × ×

事 の で き る店)

フ レ ン デ ィ タ イ プ

(友 達 同士 で 食事 △ ○ ○ ○ ○ ×

の で き る店)
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(3)サ ー ビス コ ンセ プ ト

実 験 事 業 と して の サ ー ビス シ ス テ ム の 規 模 の 制 約 か ら、 情 報 量 と して は 、

B4・100ペ ー ジ を 限 度 に 設 定 し、 タ ウ ン情 報 と して 「イ ベ ン ト情 報 」

(ホ ー ル 、 デ パ ー ト等 の 催 し もの 紹 介)と 「グ ル メ情 報 」(お 店 の 紹 介)

の ジ ャ ンル に絞 り込 み を 行 った 。

ま た 、 情 報 の 鮮 度 と して は 、 日刊 紙 と タ ウ ン誌 の 中 間 を ね ら い 、 数 週 間

単 位 の 更 新 を 行 う こ と と した 。

キャッチフレ_ズ

『電 話1本 でFAXに よ る ホ ッ トな 情 報 入 手 』

合
フ ァ ク シ ミ リ を ツ ー ル と し た タ ウ ン デ ー タ ベ ー ス

rユーザーフレンドリィー

な 行 動 に 結 び つ く

情 報 提 供 』 を 志 向

口
†青 幸臣提 供 者

新 た な 「広 告 ・宣 伝 チ ャ ン ネ ル 」 と して の 可 能 性 、

潜 在 力 に 注 目 し、 従 来 の 広 報 媒 体 用(新 聞 、 雑 誌 、

チ ラ シ等)の 情 報 の マ イ ナ ー チ ェ ン ジで 活 用
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7シ ス テ ム の 検 討

(1)フ ァ ク シ ミ リを 活 用 した 情 報 シ ス テ ム の 検 討

本 実 験 の シス テ ム の 具 備 す べ き、 セ ンタ設 備 と ネ ッ トワ ー ク設 備 の 機 能 面

の ポ イ ン トと して は 次 の 点 を 満 足 す る必 要 が あ る 。

(a}画 像 ・文 字 情 報 を 同 時 に 蓄 積 で き る こ と。

(b)全 国 ど こ か らで も、 い っ で も(24時 間)サ ー ヒ スが 可 能 な こ と。

(c)不 特 定 多 数 の ア クセ ス に 対 処 で き る こ と。

フ ァ ク シ ミ リを 使 用 し、 画 像 文 字 情 報 を 同 時 に 蓄 積 し、 不 特 定 の ア ク セ ス

に 対 処 可 能 な 、 機 器 構 成 及 び ネ ッ トワ ー ク設 備 の 形 態 と して は 、 次 ペ ー ジ に

示 す よ う な 、 セ ン タ に ホ ス トコ ン ピュ ー タを 設 置 し、 イ メ ー ジ ス キ ャナ 等 の

周 辺 機 器 を 配 備 した 設 備 が 想 定 さ れ る。 又 、 一 方 、 情 報 の 更 新 、 セ ン タ の 維

持 ・管 理 の た め の 体 制 が 必 要 と な って くる。 この た め 、 会 員 企 業 等 に お い て 、

フ ァ ク シ ミ リ出 力 機 能 を 有 す る 、 ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ の 当 実 験 へ の 提 供 及 び

運 営 に対 す る支 援 の 可 能 性 に っ い て 検 討 を 行 った が 、 適 当 な マ シ ンを 見 い 出

す こ と が で きな か っ た 。
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【ファクシミリを活用 した情報 システム】

情報センター 利 用 者 一

網
コ ンピ ュー タ

ファクシミリ

変換装置
〉 ア ク シ ミ リ

ファクシミll

OCR

変換装置

/一 ～＼、

コー ド

デー タ

＼_.ノ
A

〆 一＼

イメージ

データ

＼_.ノ
A

アクシ ミリ

、コー ド

デ ー タ

入力装㍉

、 イメージ

入力装号

∠ 情 報 提 供 者

リ

等

娯万
鍵
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(2)適 用 性 評 価

前 項 の 検 討 結 果 よ り、 協 議 会 活 動 の 範 囲 内 で 実 現 可 能 性 が あ る 、 次 の2案

に つ い て 適 用 性 を 評 価 す る こ と と した。

{案1}既 存 の 商 用 ネ ッ トワ ー クサ ー ビス で あ る 、rNTTフ ァ ク シ ミ リ

通 信 網 サ ー ビス(以 下Fネ ッ トと い う)」 を 利 用 す る 。

{案2}シ ス テ ム メ ー カ の 商 品 で あ る、 「パ ソ コ ン利 用 型 のFAXシ ス テ ム 」

を 購 入 し、 利 用 す る。

(3)評 価 結 果

{案1}及 び{案2}の 適 用 性 評 価 の 結 果 は 次 表 の と お りで あ る。

システム案

評価項 目

Fネ ッ ト パ ソ コ ン型

FAXシ ス テ ム

①画 像 ・文 字 情 報 の
同 時 蓄 積 機 能

有 り 有 り

②蓄 積 情 報 量
(1回 線 あ た り)

B4版

100ペ ー ジ ま で

概 ねB4版

100ペ ー ジ ま で

③ ネ ッ ト

ワ ー ク

通信網 ファクシミリ 通 信 網 一般加入電話網

料 金
枚数による従量制

《遠近隔差は小》

通信時間に対す る
課金性
《遠近隔差は大》

④ 複 数 ア ク セ ス へ の 対
応(1回 線 の 場 合)

可能 不可

⑤ シ ス テ ム の 構 築 ・運

用 に 係 わ る コ ス ト

4万 円/月 以 下 200万 円 以 上

⑥ セ ン タ ー 運 用 稼 働 不要 要

上 記 、 適 用 性 評 価 の 結 果 か ら以 下 の 点 に よ り、 今 回 の 実 験 シ ス テ ム と して

優 位 と な るrFネ ッ ト」 を 採 用 す る こ と と した 。

① 約200万 円 の 設 備 を 購 入 す る必 要 が な い 。

② 複 数 ア クセ ス に 対 応 可 能 。

③ シ ス テ ム 構 築 運 用 コ ス トが 低 い 。

④ セ ン タ ー 運 用 稼 働 を 要 しな い。
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(4)実験 システムの概要

本実験で採用 した 「システムの概要(情 報流通の仕組み)」 は下図のとおりである。

【システムの概要(情 報流通の仕組み)】

情報消費者

「リス ト」か ら

欲 しい情報を
ピックア ップ

」

指 定 さ れ た
'情事艮NOと連絡NO

をダイヤルイン

8

お手元のファクシミリ

か ら ハードコピーで

情報入手

o

情報セ ンター

一
情 報1ス}

Ψ

口

r
＼
、;
ノ
膓
ミ案

リ内

サ

1
ビ

_ノ ノ ス
⇒

F

～
⇒ NTT

Fネット

デ一夕ペース

ー
ホットな情報一＼

網

←

ファ ミリ

中

(家庭 ・社内
・街頭)

一
ッ}な情報一

一
ぐコ

」

FAX事 務局一

一 r呑 センターに

入力
プ・元シミη

倉

行 動 へ の
イ ン ノ'ミク ト

情 リス1 リス ト作成

令

情報提供者

お店の料理メニ ュー、雰囲気、
ホ ー ル 催 し物 等 の 元 情 報

〔グルメ、イベ ン ド情報〕

国 郵送等

瞬わ
ー

ファクシミiJ紙面

として入力

用に編集

倉

E亟]卵 管理
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第2節 実 験 の 準 備

活 動 ス ケ ジ ュ ー ル に 従 っ て 、 当 部 会 の メ ンバ ー 各 社 が 分 担 して 以 下 の よ うな 準 備

活 動 を 行 っ た。 各 メ ンバ ー と も忙 しい本 業 を 持 つ 身 の か た わ ら、 精 力 的 に 、 ま た チ

ー ム ワ ー ク良 く進 め る こ とが で き
、何 とか12月 か らの 実 施 に こ ぎっ け た 。

1情 報 提 供 者 の 獲 得

(1)情 報 提 供 者 の 選 定 作 業

以 下 に示 す 手 順 で 情 報 提 供 者 の 選 定 を 行 い 、 サ ー ビス メニ ュ ー を 絞 り込 ん だ 。

① 企 画 時 の サ ー ビ ス コ ン セ プ トに見 合 っ た情 報 提 供 者 の リス トア ップ

・ワ ー キ ン グ グ ル ー プ(以 下WG)で
、 各 々 の 体 験 を も と に情 報 提 供 者

を リス トア ッ プ し、 グ ル メ は フ ァ ミ リ ィ ・プ ラ イ ベ ー ト ・パ ブ リ ッ ク ・フ

レ ン ドリ ィ に 分 類 した。

・イベ ン ト関 係 は ホ ー ル ・デ パ ー トを 中 心 に リス トア ップ した もの を 基 本 と

した 。

② 情 報 提 供 者 の 絞 り込 み

サ ー ビス シ ス テ ム の 規 模 の 制 約(B4・100ペ ー ジ以 内)の 面 か ら次 の よ

うな 基 準 で メニ ュ ー の 絞 り込 み を 行 った 。

[絞 り込 み の 基 準]

・実 験 と して の 実 現 可 能 性 の 高 い もの(情 報 入 手 ・メ ンテ ナ ン ス ・作 業 規 模)

・類 似 の もの と の 違 い が 出 せ る もの(タ ウ ン情 報 誌 ・案 内 誌 との 違 い)

・雰 囲 気 が 良 い店 で
、WGメ ンバ ーの 体 験 か ら 自 信 を 持 って 推 奨 で き る も の 。

(2)情 報 提 供 者 へ の ア プ ロ ー チ

① セ ー ル ス ポ イ ン トの 取 り 出 し

選 定 した 情 報 提 供 者 に ⊥ 分 理 解 して い た だ き協 力 を 得 る た め に 、 次 の

よ うな 特 徴 を と り 出 した 。

・地 域 に 密 着 した 活 動 で あ る こ と(地 域 性)

・新 しい 広 告 ・宣 伝 の あ り方 を 提 案 した 膓の(斬 新 さ)

・電 話 一 本 で 利 用 で き る手 軽 さ(利 便 性)
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② 情 報 提 供 者 の 勧 誘

当協 議 会 の 会 長 名 で の 案 内 状 を送 付 し、 そ の 上 で 、 電 話 ・訪 問 な ど の セ ー

ル ス活 動 を実 施 した 。 しか しな が ら、 簡 単 に は情 報 提 供 者 の 承 諾 を 得 る こ と

は 出 来 ず 、 この 点 が 今 回 の 実 験 に お いて メ ンバ ー に 最 も負 担 の 重 い 作 業 とな

った よ うだ 。

と くに 、 昨 今 の 情 報 過 多 の 状 況 下 に お い て は 、 案 内 状 が な か な か 情 報 提 供

者 の キ ー マ ン に届 い て お らず 、 情 報 管 理 の む つ か し さを か い 間 見 た 気 が した 。

③ 情 報 提 供 者 へ の ア プ ロ ー チ の 改 善

上 記 勧 誘 活 動 の 経 験 を メ ンバ ー 相 互 に 持 ち よ り 、 い くっ か ア プ ロ ー チ の 上

で の 工 夫 を 重 ね て 繰 り返 し勧 誘 を 行 い 、 何 とか 実 験 開 始 で き る だ け の 協 力 を

得 る こ と が 出 来 た 。

そ れ らの 工 夫 の 中 で 、 電 話 よ り も訪 問 、 費 用 負 担 ゼ ロ で 新 しい 広 告 形 態 が

利 用 で き る メ リ ッ トの 強 調 、 意 志 決 定 者 に 会 う こ と 、 メ ンバ ー 所 属 企 業 を 明

か して 信 用 を 得 る こ と 、 同 業 他 社 の 当 実 験 へ の 参 加 状 況 の 説 明 な ど の 工 夫 は 、

特 に効 果 が あ った よ うで あ る。

こ う した 苦 心 の 末 に 獲 得 で きた 情 報 提 供 者 に は 、 た び 重 な る訪 問 ・督 促 で

い ろ い ろ 御 迷 惑 を お か け した が 、 協 力 を 得 た情 報 提 供 者 に は 当 実 験 に高 い 関

心 を持 って い た だ き 、 そ の 利 用 結 果 に注 目 して い た だ い て い る 。

(3)情 報 提 供 者 獲 得 の 結 果

計 画 した 情 報 提 供 者51社 の う ち45社 は獲 得 で き、 小 さ く と も先 づ 体 験 し

て み る と い う当 実 験 の 主 旨 か らみ れ ば 、 十 分 満 足 で き る準 備 が 出 来 た 。

WGメ ンバ ー も、 この 勧 誘 活 動 を通 じて 、 情 報 提 供 者 獲 得 の む っ か しさ や 、

企 業 機 密 に か か わ る情 報 メ ニ ュ ー の 取 扱 い ノ ウハ ウ な ど 、 い ろ い ろ と 体 験 で き 、

デ ー タベ ー ス 事 業 の あ り方 に つ い て 貴 重 な 経 験 を す る こ とが で き た 。

一28一



2事 務局 の 設 置

(1)目的

本実験 事業 を実 施 す る にあた って次の2点 を 目的 と して事 務局 を 設 置 した。

①情報収集体制を確立す る

情報提供者 との連絡及び問合わせ時の窓口を明 らかにす るとともに一元化

することにより、新鮮 で正確な情報提供 とする。

②実験事業の運用 ・管理体制を確立する。

事務局の業務 を行 うための通信設備及び作業スペ ースを確保 し、情報利用

者か らの問合わせ及 び、協議会会員との総合的 な窓口とし、全般的な運用管

理を行 う。

(2)事務局 設 置期 間

事務局設 置 期 間 は、実験準備期間を含め、平成元年11月 上旬 か ら平 成2年

3月 末 と した。

(3)設置場所

設 置場所 は、一 般 の 問 い合わせ応対や、情報提 供者 との窓口業務等 の事務局

業務をフォローす る必要があることか ら実験事業を企画 ・実施 した協議会会員

企業内とした。

(4)事務局 設備 及 び開 設時 間

一般問 い合 わせ用電話回線(1回 線)及 びrFネ ッ ト」 入力
、更 新 用FAX

回線(1回 線)を 確 保 し、事務 局開設 時 間 を土 ・日曜及 び祝 日を除 く午前9時

か ら午後5時 と した。
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3シ ス テ ム の 構 築

本 実 験 の シ ス テ ム に利 用 す るrFネ ッ ト」 へ の 加 入 及 び 、 情 報 蓄 積 量(B4

版 ・100ペ ー ジ)を 確 保 す る た め 、 所 定 の 手 続 き を 行 い 、 平 成 元 年11月 よ

り、 シ ス テ ム運 用 を可 能 と し た 。

(1)試 行 サ ー ビ スの 実 施

情 報 提 供 者 か らの 情 報 入 手 や 編 集 な ど シス テ ム の 運 用 方 法 を 確 立 し、 事 務 局

業 務 を 円 滑 に 進 め る と と も に 、 ま ず 、 事 業 化 検 討 部 会 会 員 企 業 内 で のPRを 図

る た あ に 、 実 際 に 提 供 す るFAX情 報 の 投 入 を 行 い 試 行 サ ー ビ ス を 行 った 。

(試 行 期 間:平 成 元 年11月 上 旬 ～ 平 成 元 年12月 上 旬)

(2)機 能 確 認

試 行 サ ー ビ ス実 施 と と もに 、 情 報 更 新 時 を想 定 した シ ステ ム の 機 能 確 認 を 行

い 、動 作 状 況 は良 好 で あ っ た 。

・ 「停 止 」:旧 情 報 の 取 消 し

・ 「登 録 」:新 情 報 の 入 力

・ 「確 認 」:新 情 報 の 入 力 確 認

・ 「開 始 」:新 情 報 の サ ー ビ ス 開 始

・ 「利 用 状 況 の 確 認 」:ア ク セ ス数(累 計)の 把 握
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3情 報 の 収 集 及 び 編 集

(1)広 告 物 等 の 保 有 状 況

本 実 験 に 協 力 して い た だ い た 情 報 提 供 者(IP)に っ い て 、 元 情 報 と な る チ

ラ シ ・パ ン フ レ ッ ト等 の 既 存 広 告 物 の 所 有 状 況 は下 表 の と お り で 、広 告 物 を 所

有 す るIPが 多 く、 広 告 ・宣 伝 の 必 要 性 を 認 識 して い る もの と 思 わ れ る。

① 広告物有 り ② 広告物 な し

1

③ 不 明 全 体

(58)

26

(20)

9

(22)

10

`

(100%)

45

① 広 告 物 有 り は 、 既 存 の 広 告 物 等 を 所 有 して い るIP

② 広 告 物 な しは 、 既 存 の 広 告 物 等 を 所 有 しな いIP

③ 不 明 は 、IP側 がFAX情 報 用 に 利 用 で き る既 存 の 広 告 物 を 持 って い る

と して い た が 、 結 果 と して 、 適 当 な 広 告 物 が な か っ たIP

(2)情 報 の 編 集

情 報 の 提 供 に あ た って は 、 共=通の フ ォー マ ッ ト(付 属 資 料1.情 報 フ ォ ー マ

ッ トを 参 照)を 設 定 し、 情 報 提 供 者 側 で 与 え られ た ス ペ ー ス の 範 囲 内 で 自 由 に 、

企 画 ・作 成 が で き る 方 法 を と っ た 。 これ を十 分 に 活 用 して 、 創 意 工 夫 した オ リ

ジナ リテ ィ ー の あ る提 供 紙 面 を 作 成 した の は5社 で あ り、 そ の 他 の 会 社 で は 、

何 らか の 材 料 を 事 務 局 に提 供 し、 編 集 を 事 務 局 へ 委 ね るケ ー ス が 多 か った 。

今 後 、 こ う した 実 験 あ る い はサ ー ビス を 行 う場 合 に は 、 魅 力 的 な 紙 面 を 確 保

す る た め 、POP・ デ ザ イ ンに 関 す る コ ンサ ル タ ン ト能 力 が 不 可 欠 で あ る と感

じて い る。
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3.広 報 活 動

(1)新 聞 へ の 掲 載

本 実 験 は、 中 国 地 域 に お け る 新 た な 情 報 流 通 の イ ベ ン トと して 、 全 国 的 に も、

例 の な い もの で あ り、 中 国 地 域 デ ー タ ベ ー ス推 進 協 議 会 の 主 要 な 活 動 の 一 例 と

して 、 中 国 新 聞 社 よ り取 材 を 受 け た 。

電
話

フ
r

生
活
情
報
…

中
国
地
域
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
協
議

会
は
十
一
日
か
ら
電
話
フ
ァ
ク
ス

を
利
用
し
た
生
活
情
報
の
提
供
を

始
め
る
。
飲
食
店
の
メ
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ー
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介
し
た
グ
ル
メ
情
報
、
百
貨
店
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館
の
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ベ
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ト
、
会
員
企

業
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で
、
来
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三
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で

の
実
験
事
業
。
利
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況
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を
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析
し
、
今
後
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法
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し
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く
。
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報
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三
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。
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料
と
な
っ
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夕
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〔中国新聞(朝 刊)平 成元年12月9日(土)〕

ま た 、 一 般 の 新 聞 購 読 者 か ら、 当 日 を 中 心 に 問 い 合 わ せ が 数 件 あ り、 本 実 験

の 主 旨 説 明 に対 して 、理 解 を 得 る と と もに 、 我 々の 活 動 へ の 率 直 な 意 見 を 得 る

こ とが で きた 。
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(2)広 報 用 パ ン フ レ ッ トの 作 成 ・配 付

広 報 用 パ ン フ レ ッ ト2000部 を 作 成 し、 中 国 地 域 デ ー タ ベ ー ス 推 進 協 議 会

に参 画 す る 企 業 ・団 体 を 中 心 に 配 布 し、 「ぐる め ・い べ ん とFAX」 の 紹 介 と

利 用 促 進 を 図 っ た 。(付 属 資料2.パ ンフ レ ッ トを 参 照 、)

.
1
,
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第3節 実 験 事 業 の 実 施 結 果

1.サ ー ビ ス 実 施 期 間

実 験 の 企 画 か ら実 験 の 準 備 を 経 て 、 本 格 的 な 情 報 サ ー ビス 開 始 を 行 っ た の

は平 成 元 年12月11日(月)か らで 、 実 験 終 了 時 期 は 中 国 地 域 デ ー タベ ー

ス推 進 協 議 会 の 活 動 方 針 で あ る年 度 内 完 了 に従 い 、 平 成2年3月31日 ま で

の 約3ケ 月 半 を 情 報 サ ー ビ ス 実 施 期 間 と した 。

2.サ ー ビス メニ ュ ー 数 及 び 情 報 蓄 積 量

情 報 サ ー ビス 実 施 期 間 に お け る各 月 末 の サ ー ビス メ ニ ュ ー 及 び 情 報 蓄 積 量

を 下 表 に 示 す 。 こ の 間 の 情 報 メ ンテ ナ ンス に っ い て は 、 情 報 提 供 者 側 か らの

「メ ンテ ナ ンス 情 報 通 知 」 に 基 づ き、 逐 次 、FAX情 報 事 務 局 に お い て 更 新

を実 施 した 。

【サ ー ビス 中 メニ ュ ー 、 月 末 情 報 量 及 び 更 新 情 報 の 推 移 】

年 月

内 訳

平成元年 平成2年

11 12 1 2 3

グ
ル

メ

サ ー ビ ス 中 メ ニ ュ ー 数 13 22

`

22 25 20

当月中更新枚数 34 11

1

7 4 3

月末蓄積数 34 22 22 25 20

イ
ベ

ン

ト

サ ー ビ ス 中 メ ニ ュ ー 数 10 12

`

13 12 ll

当月内更新枚数 23 24 27 20 17

月末情報蓄積数 23 17 15 17 17

会

員
企
業P
R

サ ー ビ ス 中 メ ニ ュ ー 数 2 6 5 5 5

当月内更新枚数 12 18

1

14 8 8

月末情報蓄積数 12 18 1↓ 15 14

計

サ ー ビ ス 中 メ ニ ュ ー 数 25 40 40 42 36

当月内更新枚数 69 53 48 32 28

月末情報蓄積数 69 57 51 57 51
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3.情 報 サ ー ビス の 利 用 状 況

平 成 元 年11月 以 降 の 施 行 サ ー ビ ス期 間 を含 め た 各 情 報 ジ ャ ン ル の 月 別 ア

ク セ ス数 の 推 移 は下 図 の と お り と な り、 ア クセ ス 総 数(平 成2年3月 末)は

557件 で あ っ た。

【情 報 ジ ャ ンル 別 ア ク セ ス数(累 積 値 推 移)】 合 計

(件)

500一

400一

300一

グル

200一

凡例 ,●'

'

/イ ベ

当月kイ

ア 累計 100一

''

o
'

・'
'
'

/会 員
'

'
'

'

'

'

< 11月 12月 1月 2月 3月

グ ル メ / メ
一%

106

186兎
イ ベ ン ト / /

32

53

61/
/114 〆

会員企業
PR / / / / %

サ ー ビ ス

メ ニ ュ ー / / / / /
合 計 / % 〆

228

403

154

557

イ ヘ ン ト

会 員 企 業

PR

ア ク セ ス数 推 移 か ら、平 成2年2月 末 デ ー タが 急 激 な 増 加 を 示 して い るが 、

この 主 要 因 は 、 「紹 介 用 パ ン フ レ ッ ト」 を 企 画 ・作 成 を 行 い 、 平 成2年1月

末 か ら2月 上 旬 に か け て 、 中 国 地 域 デ ー タ ベ ー ス推 進 協 議 会 会 員 企 業 に広 く

配 布 、PRし た こ とに よ って 、 普 及 促 進 に大 い に 貢 献 した 結 果 と考 え られ る 。
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第4節 実験 の評 価

1.調 査 の 目的

「ぐるあ ・いべ ん とFAX」 利 用者 の平 常 にお け るタ ウン情報 の入 手 方法 及 び

FAXを 利 用 した新 たな情報 サー ビスに対 す る反応 を把握 す る。

2.調 査方 法

「ぐるめ ・いべん とFAX」 利 用者 に対 して 、 ア ンケ ー ト調査 を実 施 す る。

3.調 査規 模

ア ンケ ー トの規 模 は、 中国地域 デ ー タベ ー ス推進 協議会 の事業 化検 討 部会 の 会

員企 業 内社員 を 中心 に行 い、 ア ンケ ー ト調 査 票120枚 を配 布 し100枚 以 上 の

回収 を 目標 と した。

4調 査実 施 時期

本 情報 サ ー ビスの 利用普 及 を考 慮 して 、情 報 サ ー ビスを開始 して2ケ 月後 を

実施 時期 と した。

5.調 査 項 目

調査 項 目は以下 の とお りで あ る。

(a)利 用 者の 現状 での情 報入 手手 段 につ いて

(b)FAXの 情報 端末 と して の将 来性 につ いて

(C)本 情 報 サ ー ビスの システム につ いて

(d)本 情 報 サ ー ビスの提 供 した情 報 内容 につ いて

6.ア ンケ ー ト票

作 成 した 「ア ンケ ー ト票 」 は付属 資 料3.を 参 照。
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7.ア ンケ ー ト実 施結 果

(1)ア ンケー ト回収状 況

ア ンケ ー ト回収状 況 は、 下表 の とお り、高 い回収 率 を得 た。 これ は、会 員企

業 を中心 に会員 か ら回答 者 に直接調 査票 を配 布 した こと、並 び に当実 験 サー ビ

スに対 して深 い理解 と関心 度 に起因 す る もの と考 え られ る。

【ア ンケー ト回収状 況 】

① ② ③=②/①
ア ンケー ト実施 時 期

配布数 回収数 回収率

平成2年2月20日

`

120 96 80%
～ 平成2年3月9日

(2)ア ンケー ト集計 結 果 の概要

問1食 事 ・イベ ン トの情報 源

ア ンケー ト対 象者96人 中、61人 が 「タ ウ ン誌 、雑 誌 」を情 報 源 と して

利用 して い る。 続 いて 「テ レビ ・ラ ジオ」 「広 告 ・チ ラ シ」 「新 聞 」の 順 で、

マ ス メデ ィアを中心 に従来 の メデ ィア による もの が 多 く、 「ハ ロー ダイヤ ル」

「テ レホ ンサ ー ビス 」 「キ ャプテ ンサー ビス」等 、新 しい メデ ィアの情 報提

供 サ ー ビス によ る もの につ いて は利用 が少 ない。

問2一 般生活情報の情報源

一般 生活情 報 に お け る情 報源 と して は
、食事 や イベ ン トの情 報 と同様 、 マ ス

メデ ィアが メイ ンで 、ア ンケ ー ト対象者96人 中 、71人 が 「広告 ・チ ラ シ」

を利用 して い る。
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問3サ ー ビスの利 用 回数

利用回 数5回 以 下 が全 体 の約9割 を 占め 、 その うち1回 利用 は32.3%

であ った。

利用 回数 は1～3回 が52.1%(う ち1回 は32.3%)、4～5回 が

36.4%と か な りの人 が複 数回利 用 して い る。

問4利 用 した時間帯

利 用 した 時 間 帯 は 「お 昼 休 み 」 が39.

-5」 の29 .2%と な って い る。

6%で 最 も多 く、っ いで 「ア フ タ

問5利 用 したFAXの 設 置場 所

全回答 者 が 「社 内 」 と解 答 して い る。

会員企 業 にお け る利 用 が 中心で あ ったた め、 一部 不 明 を除 いて全 て 「社 内 」

のFAX利 用 とな って い る。

問6情 報取 り出 し時 の感 想

情報取 り出 し時のFAXの 操作方 法 に対す る感想 は 「普通 」 と答 え た人 が

半 数の49%で あ るが 、面倒 と答 えた人(27.1%)が 簡 単 と答え た人(

17.7%)を 上 回 って い る。

問7各 種 端 末 機 器 の 操 作 方 法

各 種 端 末 機 の 中 で 、 「FAX」 が 最 も操 作 が 簡 単 と 答 え た 人 は71.9%

で 最 も多 く、 続 い て 「ワー プ ロ 」56.3%、 「フ ァ ミコ ン」43.8%、

「パ ソ コ ン」21 .9%、 「キ ャプ テ ン端 末 」20.8%の 順 とな って お り、

FAXの 情 報 端 末 と して の 優 位 性 を 示 して い る。
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一
問8最 適 な ダ イヤル桁 数 、 、 一

実験 サ ー ビスで は、広 島市 内の場合 は12桁 、市外 は15桁 で あ った が、

本調 査の絶 対評 価 か らは、5桁 以 下が66.7%と な って お り、 ダイヤ ル桁

数 の短 縮が 望 まれ て い る。

問9情 報の取 り出 し(ア ウ トプ ッ ト)に 要す る時 間

情 報 の ア ウ トプ ッ トに要 す る時 間 は、 過半数(51.0%)の 人が 、遅 い

と感 じて い る。

'問10実 際 の所要 時 間

実 際 に は情 報 の ア ウ トプ ッ トまで の 所 要 時 間 は 、rl分 程 度 」 以 下 が

56.3%に な って いる。

問11サ ■一一ビス を利 用 した動機

「人 か ら聞 いて興 味 を持 った」 と 「人か ら勧 め られて 」 の いわ ゆ る"口 こ

み情報"に よる利肋 動機が 玩8%を 占めて いる・

問12利 用 した タイ ミング

本 サ ー ビスを利 用 した タイ ミングは この情報 サ ー ビスを知 って、 「す ぐ取

り出 して み た」人b〈43.8%と な って い る。

問13サ ー ビ ス の オ リ ソナ リテ ィ

本 サ ー ビス 自体 の 目新 しさや独 自性 等 、オ リジナ リテ ィにつ いて は、 「は

い」 と答 え た人 が49.0%で 「いいえ 」 と答 え た人 を上 回 って い る。
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問14利 用 した サ ー ビスの ジャ ンル

利 用 した ジ ャ ンル は 、 グ ル メ が65.6%で 最 も多 く、 続 い て 、 イベ ン ト

44.8%、 会 員 企 業PR16.7%と な って い る。

問15一 人 あた りの利 用 回数(情 報 ジャ ンル別)

① グル メ

1回 の人 が49.0%、 最多 利用 回数 は14回 で あ った。

② イベ ン ト

1回 の人が63.6%、 最 多利 用回 数 は4回 で あ った。 これ は 「グル メ」

と比べ 、サ ー ビス メニ ュー数 が少 な か った ことが原 因 の一 つ と考 え られ る。

③ 会員企業PR

1回 の人が70.6%、 最 多利用 回数 は3回 で あ り、 「イベ ン ト」 と同様

な もの と考え られ る。

問16情 報 内容 に対 す る満 足度

提供 して い る情 報 内容 に対 す る満足 度 は満 足 して い る人(「 は い」 と答 え

た人)が57.3%で 過 半数 を 占めて い るが 、不 満 足 の人(「 い いえ」 と答

え た人)も37.5%と な って い る。

問17情 報 内容 が"不 満"と 答 えた人 の具体 的意 見(主 な もの)

(a)情 報の 質 に関す るこ と。 〔20件 〕

① ごち ゃごち ゃ して いて 、わか りず らい。(料 理 や美術 画 は載 せな い)

② す で に知 って い る情 報 だ った。

③案 内 とい うよ り、 カ ラ ログの よ うだ。
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(b)情 報 の量 に関 す る こ と。 〔4件 〕

① サ ー ビスの 提供 予 定の お店が多 く、不 満だ 。

②情 報 が1枚 限 りで 、乏 しい。

③5回 コール して も、サ ー ビスを受 け付 けた の は1件 だ けだ った。

(c)情 報 の鮮 度 に 関す る こと。

①情 報 内容 が古 い。

②2～3ケ 月 先 の情報 が欲 しい。

(d)情 報 の付 加価 値 に関 す る こと。

① サー ビス券 や優 待券付 きが あ った ら良 い。

(e)他 の情 報提 供 メデ ィア との比 較 に関す る こ と。

① テ レビ ・ラ ジオ ・新 聞等で得 られ る もの だ。

②FAXの 即 時 性 が生 か されて いな い。

③ 新 聞等 の情 報 の方 が詳 細だ。

〔7件 〕

〔3件 〕

〔7件 〕

(日 々の最 新情 報が とれ な い)

問18FAXに よ る情 報 サー ビスの将来性

FAXの 低 価 格化 を前 提 に した、rFAX情 報 サ ー ビス」の 将来 性 につ い

て は 「盛 ん に な る」 と答え た人が55.2%で 「盛 ん にな らない 」 と答 えた

人11.5%を 大幅 に 二回 ってお り、今後 の将 来性 が 認 め られ て い る。
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問19FAXに よ る情 報 サ ー ビスで欲 しい と思 うサ ー ビス メニ ュー

ア ンケ ー トの 結 果 、104件 、43種 類 の サ ー ビ ス メニ ュ ー を 収 集 した 。

これ らの 中 で 、 上 位 に ラ ン ク され る もの と して は 、 シ ョ ッ ピ ン グ情 報(12

件)、 イベ ン ト情 報(10件)、 ス ポ ー ツ施 設 情 報(6件)等 が 上 げ られ る。

問20FAXに よ る情報 サ ー ビスに こだ わ らず 、普 段 の生 活 の

中で有料 で も欲 しい と思 うサ ー ビスや サ ー ビス メニ ュー

主 な もの は次 の とお り。

○ 飲食 関係

①手 頃な居 酒屋 、 ス ナ ック等 の情報

② 宴会場 の予約 状 況一 覧

○ 医療 関係

①地 区別の病 院 、 医療 機 関情報

○生 活関係

① シ ョッピング情 報

○道 路 ・交通 関係

① 観光地道 先 案 内情報

② 駐車場 空 き情報

問21端 末機所 有状 況

現 在、 自宅 にあ る端 末 機 は、 「ワープ ロ」所有 者 は37.5%、 「フ ァ ミ

コ ン」が34.4%、 「パ ソ コ ン」が22.9%、 「キ ャプ テ ン」が6.3

%、rFAX」 か3.1%と な って い る。
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問22自 宅 に もちたい端末 機器

吟 後 、 自宅 に 備 え た い端 末 機 に っ い て は、 「パ ソ コ ン」 が36.・.5%と

「ワ ー プ ロ」26 .0%と な っ て い るが 、rFAX」 も13.5%の 人 が

所 有 希 望 を 示 して い る。

問23情 報入 手 に適 す る端 末機 器

今 後 の情報 入 手用端 末機 と して は、 「パ ソ コ ン」 が半 数 の50.0%で 、

続 いて が 「FAX」 も31.3%の 人 が 適す ると して評 価 して い る。

問24家 族 との外 出の機会(食 事)

家 族 と、 食事 に出か け る機会 は、 半数 近 い人 が 「年 に数 回程 度 」(45.

8%)と して い る。

問25家 族 との外 出の機会(イ ベ ン ト)

家 族 とイベ ン トに出か け る機 会 は、過 半数 の人 が 「年 に数 回程度 」 が(5

21%)と して い る。

問26友 人 ・知 人 との外 出の機 会(食 事)

友人 、知 人 と食事 に出か け る機会 は、家族 との外 出 とは異 な り、月 に5回

以上 の人 が20.8%に もな って い る。

問27友 人 ・知 人 との外 出の機 会(イ ヘ ン ト)

友人 、知 人 とイベ ン トに出か け る機 会 は、過半 数 の人 が 「年 に数 回程度 」

(52.1%)と して い る。
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問28性 別

今 回 の調査 にお ける回答 者 の性 別 は、66.7%が 男性33.3%が 女性 と

な って い る。

問29年 齢層

年 齢層 は43.8%が20才 代 まで 、37.5%が30才 代 、16.7%が

40才 代 で、50～60才 代 は2%と な って お り、若 い層 の回 答 が半 数 近 くな

って い る。

問30住 まい

住 ま いは、広 島市 内の人 が84.4%に な って い る。
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8.ア ンケ ー ト調 査結 果 の考察

(1)利用 者 の タ ウ ン情 報 の入手方 法 につ いて

今回 の グル メ ・イベ ン ト情報 に限 らず 、 タ ウ ン情 報の 情報 源 と して は、 マ ス メ

デ ィア と して の 「テ レビ ・ラ ジオ 」 「新 聞 」 「タ ウ ン誌 、雑 誌 」や 「広 告 ・チ ラ

シ」 とい った従 来 の メデ ィアに よ る ものが多 く、新 しい メデ ィア と して の キ ャプ

テ ンの 活用 はほ とん どみ られ なか った。

また、 「電話 帳 」や 「ハ ロー ダ イヤル」 とい った電話 によ る情 報 の活 用 がみ ら

れ 、声 に よ る ヒュー マ ンタ ッチを求 め た情 報 ツール と して活 用 され て い る こ とが

伺 え る。

(2)FAXの 情 報 端末 と しての将 来性 につ いて 一

今 回 の実験 を企画 す るに際 して 、FAXの 普 及面 か ら情報 端末 と して の 活用 に

疑 問点 はあ ったが 、 「企 業 にお けるOA機 器 と して の普 及度 の高 さ」及 び 「一般

家庭 へ の急速 な普及 の きざ し」 に着 目 し、FAXを 情 報 ツール と しての 実験 に踏

み きった。

実 験 にお いて ア ンケ ー ト結果 か らみ る限 り、以下 の点 でFAXは 今 後 め有 力な

情報 ツール とな りうる ことを確 信 した。

①FAXの 操 作性 の良 さは他 の端 末機 を大 き く上 回 って い る。

②FAX情 報 サ ー ビスの将来 性 は 「盛 ん にな る」 とい う回答が 大変 多 い。

しか し、 「テ レ ビ ・ラ ジオ ・新 聞jや 「広 告 ・チ ラ シ」 、 「タ ウ ン誌 ・雑誌 」

とい う従 来 の メデ ィアが有 力 な情報 手段 とな って い る現 状 にお いて 、FAXの 情

報端 末化 を実 現 して い くたあ に は、今後FAXの 特 徴 を引 き出す 、 「差 異 化 で き

る情 報 サー ビス コ ンセ プ ト」 にっ いて十分 検討 して い く必要 が あ る。
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(3)実験 システム につ いて

実 験 システム と して 、 フ ァク シ ミリ通信 専用 の 商用 ネ ッ トワー クサー ビス(N

TTの フ ァク シ ミリ通信 網 サー ビス)を 利 用 したが 、 この サー ビスの 特徴 は、新

たに情報 セ ンタを設 けな くて も、 ネ ッ トワー クの 中 で情 報 が蓄積 で き、 その 情報

をFAXで いつで も取 り出せ る ことで あ る。

この システ ムにつ いての利 用者 の ア ンケ ー ト調 査 をみ ると、情 報取 出 し方 法 に

ついて は7割 近 い人が 「普通 」 又 は 「簡 単 」 と受 け止 めて いるが、反 面 ア クセ ス

してか ら情報 を入 手す るまでの ア ウ'トプ ッ トに要 す る時 間 につ いて は、半数 近 い

人が 「遅 い」 と感 じて い る結 果 に な って い る。

この システ ムの今後 の 問題 と して は、情報 の ア ウ トプ ッ トに要 す る時 間 を一 層

短縮す る と同時 に操作 方法 を さ らに簡単 に し、 「わ か りやす く、利 用 しや す い情

報 システ ム」 と して 改善 され るこ とが望 まれ る。

(4)今回の情 報 サー ビスの提 供 内容 につ いて

実験 で提 供 した情 報内 容 にっ いて は、情 報提 供者(IP)よ りFAX等 で送 付

され た元情 報 を もとに、FAX情 報事 務局 で一 定 のパ タ ー ンに合 わせ て編 集 ・加

工 を行 い、提供 情報 と して セ ンタ ーに蓄積 した。

この情 報 内容の満 足度 にっ いて の ア ンケ ー ト調査 結 果で み る と、満 足 して い る

人(「 は い」 と答 え た人)が 約6割 で概 ね"良"と 評 価で きるが 、不 満足 な人(

「い いえ」 と答 えた人)も36%と な って お り、そ の理 由 と して は、 「ごち ゃ ご

ち ゃ して いてわ か りず らい」 とか、 「案内 とい うよ りカタ ログの よ うだ 」 な ど、

とい う情 報 内容 の質 につ いての 具体 的意 見 が多 く出て いる。

絵 や図形 と文字 の複 合情 報が 提供 で きる とい うFAXの サ ー ビス コ ンセ プ トに

マ ッチ した情報 サ ー ビスの メニ ュー を明 らか にす る こと と、利 用者 の満 足度 を 高

め る情 報 の プ レゼ ンテー シ ョンテ クニ ックが必 要で あ る ことを痛感 した。

そ の他 、協 力を して もらった全IPの 約4割 は、 自前 の チ ラ シやパ ンフ レッ ト

を持 ってい なか ったた め、事務 局 でIPを 訪 問(取 材)し 、提供 用の 情報 と して

作成 しな けれ ばな らな いケ ースが あ った こ とや、協 議会 とい うボ ラ ンテ ィア活 動

の中 で の事務局 運営 は"力 仕 事"に な らざ るを得 なか った ことな ど、 いろ いろ問

題点 はあ ったが 、IPや 利用 者 か ら特段 の ク レー ムが 出 なか った こと も実験 サ ー

ビスの 成果 であ った もの と思 って い る。
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第4章 まとめ

本 実 験 事 業 で は、 「不 特 定 の 利 用 者 を 対 象 に行 う情 報 サ ー ビス 」 に お いて 「フ ァ

ク シ ミ リを ツ ー ル と した タ ウ ン デ ー タベ ー ス 」 の 仮 説 を 設 定 し、 情 報 利 用 者 と情 報

提 供 者 に対 す る テ ス トマ ー ケ ッ テ ィ ン グ を 実 施 した が 、 実 験 事 業 の 企 画 の 過 程 よ り

明 らか と な って い た 協 議 会 活 動 と して の 制 約 か ら くる 弱 み 、 例 え ば 、 ① 予 算 面 で 独

自の 自 由 に 使 え る情 報 セ ンタ ー を 保 有 で き な い こ と。 ② 情 報 提 供 者 に 対 す る ア プ ロ

ー チ
、 及 び コ ンサ ル テ ー シ ョ ンに 十 分 の 労 力 をか け れ な い こ と 、 等 に よ りサ ー ビス

提 供 の 根 本 に 係 わ る い くっ か の 弱 点 を 抱 え て いた 。 こ れ らの 点 に つ い て は ア ンケ ー

ト結 果 等 か ら も指 摘 され て い るが 主 な 制 約 事 項 は以 下 の と お り で あ る。

【実 験 事 業 に お け る制 約 事 項 】

① セ ン タがFネ ッ ト利 用 と な った た め 、Fネ ッ ト加 入 のFAXの み が 利 用 可 能 で

あ っ た 。

・利 用 した い が 利 用 で き な い
、Fネ ッ トその もの に 問 い 合 わ せ が 集 中

(Fネ ッ トに加 入 す る方 法 、PBX収 容 され て い るFAXは ど うな るか?etc)

・他 の 用 途 で 設 置 され たFAXの 情 報 端 末 化 を 狙 う視 点 か らで は 不 十 分 で あ り

結 果 と して トラ フ ィ ッ ク も上 が って い な い。

(全 国 に 設 置 さ れ て い る約320万 台 のFAXの う ち 、Fネ ッ トに 加 入 して い

る 約36万 台 が サ ー ビ ス対 象)

② ソ フ ト(提 供 情 報)の 質 が 大 切 で あ る こ とを 認 識 しっ っ も、 金 、 労 力 が か け れ

な か っ た 。

・ ぐる め ・いべ ん とFAX用 に 提 供 紙 面 を作 成 して くれ た 情 報 提 供 者 の 数 が 予

想 よ り極 め て 少 な く、r事 務 局 の デ ザ イ ン能 力 、 稼 働=ソ フ トの 質 』 と な っ

て し ま った 。

上 記 の よ う な 、 サ ー ビス 提 供 上 の 問 題 が あ った に もか か わ らず 、 実 験 サ ー ビ ス そ

の もの は 、 情 報 利 用 者 、 情 報 提 供 者 と も に好 感 を も って 受 け 止 め られ 、 タ ウ ンデ ー

タベ ー ス と して の 新 鮮 味 を 打 ち 出 す こ と が 出 来 た と評 価 して い る。
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具 体 的 成 果 と して は 、 以 下 の もの が あ る。

①FAXの 情 報 端 末 と して の 有 望 性 、 将 来 性 を 確 認 した 。

② タ ウ ンデ ー タベ ー ス の ニ ー ズ 調 査 が で き た 。

③ 情 報 提 供 者 が 新 た な 広 告 ・宣 伝 メ デ ィ ア と して 、FAX等 の 可 能 性 や 潜 在 力

に注 目 して い る こ と を確 認 した 。

④ 大 が か り な ツ ー ル を 用 意 しな くて も 、 既 存 の ネ ッ トワー クサ ー ビス を う ま く

利 用 す る こ と で 相 当 な こ とが 出 来 る こ と を 確 認 した。

一 方 、 事 業 化 検 討 部 会 と して は 、 「大 き な テ ー マ の 極 め て 小 さ な部 分 」 を 目標 通

り 、 実 行 で き た こ と に 深 く満 足 して い る 。 実 行 の 過 程 で は 、 情 報 提 供 者 と の 対 応 な

ど で 、 ボ ラ ンテ ィ ア 活 動 の 限 界 を 越 え て い る と感 じた 事 が 多 々 あ った が 、 机 上 で の

デ ー タベ ー ス検 討 か ら一 度 離 れ て 、 現 実 か ら学 ん で み る こ とを 実 践 した 。

部 会 員 そ れ ぞ れ が 役 割 り を 分 担 し、 実 際 に 行 動 し、 身 で も って 体 験 した こ と が 今

後 地 域 デ ー タ ベ ー ス を 考 え て 行 くうえ で 一 番 大 き な 財 産 に な る と信 じて い る。
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お わ り に

提 供条件の制約があ ったた め、 ファクシ ミリの潜在 力に注 目 しっっ も、必 ず しもその

潜在 力を十 分 に引 き出す サLビ スを設定 で きなか った ことが残念 で はあ るが、FAX情

報 サ ー ビス=フ ァク シミ リを ツール と したタ ウンデータベ ース、の将来性 につ いて、あ

る程度 感触 を得た と感 じてい る。 また、当協議会 にお いて は、小規模 で はあ るが実際 に

情報 サー ビスを行 うこ とに よ り問題意識 を高め ることが で き、 よ り具体的 に議論 を深 め

てい く契機 とな った有意義 な施策 であ った と考 えてい る。

今後 は、実験結果を もとに① フ ァクシ ミリを ツール と した利用者 オ リエ ンテ ィ ドな情

報提 供サー ビスの ビジネ スと して の熟度 、事業性 の問題 、②役 に立 つ情報 を提供す る と

い う視点か らだ けで な く、 「知 るためだけの情報 」、す なわ ち情 報 自体 を楽 しむ ために

消 費す るとい う問題等 にっ いて、今す こ し、 ファクシ ミリに こだわ りなが ら研究 を深 め

て いきた いと考えて い る。
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付 属 資 料

一① 情報 フ ォー マ ッ ト(横 版)

一② 情報 フ ォー マ ッ ト(縦 版)
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●

イ寸属 資*斗2

ぐ るめ

牽 ・

ぢ多・

● 〆

.,■ ∂

/'〆

ク'"

労 頂i丞・

知って得する峻別 トな情報∬
一 今、最も新しい情報を、貴方のそばのFAXで 取り出せます。一

★ ヴ ル メ 情 報 に は ・・.・

家族でなにか美味しいものを食べに行きたいけど?
友達とワイワイ楽しく食べて飲めるお店は?

恋人と素敵な時を過ごせる雰囲気のお店は?

会社の帰り1こちょっと一杯"行きたいけど!
今、流行のスポットって、どんなとこ?

★

⑳ ・4㌧

々

などなど、あなたの御希望にお応えしたいお店の情報を紹介します。

イベ )ト 情報 に1字…

‖

　

デパートでおもしろい催し物やお得なバーゲンはあるのかな?

今、イベントとかコンサートはどこで何をしてるのかなあ?

美術館に行ってみたいけど、どんな展示会が開催されてるの?

.、縁 一

石〉

灘

などなど、あなたの行動を助ける催し物・イベント情報を紹介します。

★ 協賛会員企業情報に1さ…
凹ぐるめ・いべんとFAX"に 協賛の各企業PR情 報を紹介しています。

O
O
‖

‖

8

0
0
・

★ お 問 い 合 わ せ 先 ★

句ぐるめ・いべんとFAX・ に関するご質問、ご意見等がありましたら、

お気軽に下記の方までお寄せ下さい。

中 国 地 域 デ ー タ ベ ー ス 推 進 協 議 会

FAX情 報 事 務 局
呑(082)240-9931

FAX(082)240-9932

〔お願い:受 付時間は土・日、祝祭日を除く、姐10:00～ 剛5:00で す。〕

i・・《⇔◎。晒 鍵 訟x・i
k.MWWt← ⇔.〉.v,v"".㌔.〉 。..N."....S

情報サービスメニ 1コ 口
'

情報

番号
フ ァ ミ リ ィ

情報

番号
プ ラ イ ベ ー ト

情報

番号

パ ブ リ ッ ク
&

フ レ ン ド リ ィ

情報

番号

パ ブ リ ッ ク
&

フ レ ン ド リ ィ

情報

番号
イ ベ ン ト

情報

番号

、

会員企業PR

01 ラ リ ー ズ 1| 赤 い 屋 根 21 亀 屋 41 ミ ラ ノ ア ル フ ィ オ 61 広島郵便貯金会館(ホール) 8r ㈱ 広 島 総 合 銀 行

02 エ ル ・ ポ ヨ ・ ロ コ 12 ミ ラ ノ ア ル フ ィ オ 22 お い 川 42 エ ノレ ・ ポ ヨ ・ ロ コ 62 〃 〔グルメ) 82 ㈱ 広 島 銀 行

03 サ ン デ ー サ ン 13 テ ィ ポ ケ ッ ト 23 あ ま .の じ ゃ く 43 サ ン セ ・ソ ト ク ル ー ズ 63 広島厚生年金会館(ホール) 83 十 和 ㈱

04 コ コ ス 14 ジ ョ リ ー バ ス タ 24 養 老 の 瀧 44 ア ロ フ ト 64 〃(グ ルメ) 84 マ ツ ダ ㈱

05 MisterDonut 15 25 函 館 赤 ち ょ う ち ん 45 カ サ ・デ ・フ ジ モ リ 65 広島県民文化センター(ホール) 85 ㈱広島市産莫情報サービス

06 レ ス トラン た き か わ 16 26 村 さ 采 46 タ ン ド ー ル 66 〃 〔鰻城会館〕(クルメ) 86 NTT

07 17 27 つ ぼ 八 47 オ ー テ ィ ス 67 広島サンプラザ(ホール) 87

㌻ お知らせします!
「、

、

知って得する

鴎轡俗な情報
」A.

.

'お 勧 めしたい

,,

あd店 こφ店
'

嬉しい催し
、

28 し ゃ ぶ 禅 48 68 88

29 レス トラン た き か わ 49 69 広 島 県 立 美 術 館 89

30 ペ チ ュ ニ ア 50 × 正 屋 70 ひ ろ し ま 美.術 館 go

4■1`'
　 =■.・

・」酋ilh

-■1,_」
■ ■1●_一 一
】■11`'
一.一

一『'1

31 埴 談 亭 51 円 札 屋 71 広 ・ 島 そ ご う 91

32 六 本 木 叙 々 苑 52 青 二 才 72 三 越 広 島 店 92

33 53 KENTO'S 73 福 屋 93

34 54 上 海 文 芸 復 興 74 天 満 屋 94

楽しい催し

55 最 後 の20セ ン ト 75 イ ズ ミ 95

56 マ ハ ラ ジ ャ 76 96

57 2'0'01年 77 97

58 King&quween 78
撒
98 ,

59 「 79 99
「情 報 サ ー ビス メニ ュー」

60 80
'

※ 情 報 の 取 り・出 し 方 は つ ぎ の と お り 行 っ て 下 さ い 。
'

162#284
『=二 ①ダイヤルインして

ll='.峯 情報セ ンターの ダイヤル番号 です。

。82'_9932'ぼ;㍗ 灘 ㌶ ‡2匡莞・・-t
② 連 続 して ダイヤルイ ンして下 さい.

(広 島市内 の方1ズ082'を 省略 できます。)

吟

・プ ップ ッブッ.

を確認 して下 さい。

「サービスを受付ました
。受話器を

おかけになってお待ち下さい」

お好みの情報が7ァ クシミリから

アウトプットされます。
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付 属 資 うド斗3.
モニ タ ー用

rく・るめ ・い べ ん とFAX』 に 関す る

ア ン ケ ー ト調 査 の ご協 力 に つ い て

このたびはrぐ るめ ・いべん とFAX』 を ご利用 いただき、あ りが とうございます。

rぐ るめ ・いべん とFAX』 は フ ァク シ ミリ(FAX)を 利 用 した デ ータベ ー ス

サー ビスの実験であり、今回 は 「グルメ ・イベ ン ト情報」を提供 させていただ きました。

このア ンケー トは、実際 にrぐ るめ ・いべん とFAX』 を ご利用 された方 々にお願 い し、

今後の中国地域 におけるデータベースサー ビスの検討に反映 させて いただ きます。

お忙 しいところ恐縮です が、 この調査の趣 旨を ご理解の うえ、下記 の 「ご記入の方法 」

によ り、よろ しくご協力 くだ さいます よ うお願 いいた します。

平成2年2月

中国地域デー タベース推進協議会

ご記入の方法

1.質 問は、4ペ ー ジあ ります。1ペ ー ジか ら順番 にお答え ください。.

2.ご 記入の仕方 は、質 問文のっ ぎに用意 してある回答項 目の中か ら、あて はまる

項 目の番号に ○ 印をっけて くだ さい。

3.回 答が 「その他」の場合、 または 「ご意見等 」の場合 は(

にお書 きくだ さい。

4.ご 記入後は、3月5日(月)ま で に提 出 して くだ さい。

5.ご 不明な点があ りま した ら、下記 にお問い合わせ くだ さい。

中国地域データベース推進協議会

rぐ るめ ・いべん とFAX』

岱(082)

)内 等に具体的

FAX情 報事務局

240-9931

担当 市 場
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ご家族 や友人 等 と食事 や イベ ン トに出か1ナられ る ときなどの、ふ だん の生活 のな カ・で の

タ ウ ン 情 報 の こ と に つ い て お 伺 い し ま す 。

問1.あ なたは食事 やイベ ン トに出かけ られ るときの タウン情報 は、何 を使 って得 られていますか。

っ ぎの中か ら、使 われ たことのあるものをお選び ください。(い くっで も結構 です?)

① テ レビ ・ラジオ ② 新 聞 ③ タウン誌、雑誌

④ 広告、 ち らし ⑤ ダイレクトメール(DM)⑥ テ レホ ンサー ビス

⑦ キャプテ ンサー ビス ⑧ ハ ローダイヤル ⑨ 電話帳(タ ウンページ)

⑩ その他(具 体 的に)〔 〕

問2.あ なたは、 シ ョッピング、 レジャー、住宅情報な ど、ふだんの生活のなかで必要 とされ る情報 は

何を使 って得 られていますか。っ ぎの中か ら、お選び くだ さい。(い くっで も結構です。)

① テ レビ ・ラジオ ② 新 聞 ③ タウ ン誌、雑誌

④ 広告、 ち らし ⑤ ダイレクトメール(DM)⑥ テ レホ ンサー ビス

⑦ キ ャプテ ンサー ビス ⑧ ハ ローダイヤル ⑨ 電話帳(タ ウンページ)

⑩ その他(具 体 的に)〔 〕

「ぐるめ ・いべ んとFAX』 をご利用 されて感 じたことや思 ったことについてお伺 い します。

問3.rぐ るめ ・いべん とFAX』 を何回位利用 され ま したか。

同 位

問4.あ なたはいっ利用 され ま したか。

① 午前 ② お昼休みの とき ③

④ アフター5⑤ その他()

問5.サ ー ビスを利用 されたFAXは どこに設置 してあ りますか。

① 社 内 ② 街 頭 ③

問6.FAXを 使 った情報の取 りだ しにっいて、 どう感 じま したか。

① 簡 単 ② 普 通 ③

一55一

午後

自 宅

面 倒

(つ ぎにお進み ください。)



問7.各 種 の端末機 をお使いにな られて いる方 にお伺 い します。っぎの端末機 の うちか ら、操作が

簡単だ と思 うものを3っ 選んで ください。

① パ ソコン ② フ ァミコン ③ ワープ ロ

④FAX⑤ キャプテ ン端末

間8.ダ イヤル桁数 はどれ位が最適 だと思 いますか。

①10桁 以下 ②5桁 以 下 ③ その他()

問9.ダ イヤルイ ンしてか ら、情報 内容が 出て くるまでの待 ち時間に対 して どう感 じま したか。

① 早 い ② 普 通 ③ 遅 い

問10.実 際にはどれ位かか りま したか。

①30秒 程度 ②1分 程度

③3分 程度 ④5分 程度

問11.rぐ るあ ・いべんとFAX』 を利用 されたわけは何ですか。

① パンフレッ}を見て ② 人か ら聞いて興味を もった ③ 人か ら勧め られて

③ 新聞を見て ⑤ その他()

問12.こ の情報サー ビスを知 って、す ぐ情報を取 り出 してみま したか。

① す ぐ取 り出 してみた ② しば らくた って取 り出 した

問13.FAXに よる情報サー ビスに 目新 らしさや独 自性を感 じま したか。

① は い ② いいえ

問14.サ ー ビスメニューの中で、利用 され た ジャ ンルは何で したか。

① グルメ ② イベ ン ト ③ 企 業PR

問15.ま た、 ジャ ンル別の ご利用回数 は何回位で したか。

① グル メ:(同 位)② イベ ン ト:(同 位)③ 企業PR:(同 位)

問16.取 り出 した情報内容 に満足 され ま したか。

① は い ② いいえ

問17.問16の 質問で"い いえ"と お答 えの方 は、その理 由にっいて具体的 にお聞かせ くだ さい。

(つ ぎにお進 み ください。)
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一
問18今 後FAXの 低価格化が進んで、各家庭に もっと普及 した ときにこのような"'FAX情 報

サ ービス"は 盛 んにな ると思 いますか。

① 盛んになる ② 盛んにな らない ③ わか らない

問19.問18で 、① の 「盛ん にな る」とお答えの方 に伺 います。 どのよ うなタウ ン情報 を手 に入れだい

と思いますか。具体的 にお聞かせ ください。

(例;休 日の医療機関情報、釣 り場情報等)

問20.FAXに よ る情 報 サ ー ビスに限 らず 、今 まで にな くて 困 った り、 あれ ば有 料 で も手 に

入れ た い とい うよ うな情 報が あ りま した ら、具体 的 にお 聞かせ くだ さい。

■

問21.つ ぎの端末機のなかで、 ご自宅にお持 ち ものがあ りま した らお聞かせ くだ さい。

① パ ソコン ② フ ァミコン ③ ワープ ロ

④FAX⑤ キャプテ ン端末

問22つ ぎの端 末機 のなか で、 ご自宅 に将来 備えて みた い とか、 購入 を計 画 されて い る もの が

あ り ま した らお 聞 か せ くだ さ い 。

① パ ソコン ② フ ァミコン ③ ワープ ロ

④FAX⑤ キャプテ ン端末

問23ご 自宅 に端末機をお持 ちの方 や、将来備えてみた い、 とお考えの方 々にお聞 きします。

今後、生活情報を得 るための端末機 と して、適 していると思 うものが ありま した ら、お聞

かせ下 さい。

① パ ソコン .② フ ァミコ ン ③ ワープ ロ

④FAX⑤ キャプテ ン端末

(つ ぎにお進み くだ さい。)
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い ま まで に お 聞 き した こ と を ま と め る た め に、 つ ぎ の こ と に つ いて お 伺 い しま す 。

問24.ご 家族 で"食 事"に おでかけにな るのは、 どの程度ですか。

① 月 に1回 ② 月 に2～3回

③ 月に5回 以上 ④ 年 に数回程度

問25.ご 家 族 で"イ ベ ン ト(美 術 館 、 デ パ ー ト、 催 し もの)" に お で か け に な るの は 、

ど の 程 度 で す か 。

① 月 に1回 ② 月に2～3回

③ 月 に5回 以上 ④ 年 に数 回程度

問26.ご 友人や知人 と"食 事"に おでかけになるの は、 どの程度ですか。

① 月 に1回 ② 月 に2～3回

③ 月 に5回 以上 ④ 年 に数回程度

問27.ご 友人 や知人 と"イ ベ ン ト(美 術 館、 デパ ー ト、催 しもの)"に おで か けに な るの は、

ど の 程 度 で す か 。

① 月 に1回 ② 月に2～3回

③ 月 に5回 以上 ④ 年 に数 回程度

問28.あ なたの性別 は

① 男 ② 女

問29.あ なたの年令は、っ ぎの うちどれ にあてはま りますか。

① ～20才 代 ②30才 代

④50〃 ⑤60〃 ～

問30.あ なたのお住 まいは、 どち らです か。

① 広島市 内 ② ① 以外

③40才 代

☆ こ れ で 終 わ り で す 。 お 忙 し い と こ ろ 、 ☆

☆ ご 協 力 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ☆
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